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主
な
日
程

主
な
日
程

５月18日　「みんなのいのち守る署名」スタート集会
　　　　　18：30ラボール第８
５月19日　戦争法廃止! 街頭演説・デモ　18：30京都市役所前
５月27日　第24回労働安全衛生学校　10：00ラボール第1
６月２日　高齢者怒りの行動　16：00マルイ前
６月12日　府市民総行動
６月19日　戦争法廃止! 街頭演説・デモ　18：30京都市役所前
平和行進　東京・広島コース　　　６月21日～26日
　　　　　富山・広島コース　　　７月２日～４日
　　　　　綾部・亀岡コース　　　７月４日～８日
　　　　　京都市内網の目コース　７月８日

り
で
、
も
は
や
規
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
強

く
要
求
す
る
も
の
で
す
。

　

「
戦
争
法
廃
止
」「
立
憲
主
義

を
守
れ
」「
命
を
守
れ
」と
の
共
同

行
動
の
積
み
上
げ
で
政
治
を
動
か

し
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
か
ら
自

衛
隊
員
が
撤
収
、
家
族
の
元
へ
戻

っ
て
き
て
い
ま
す
。
戦
争
法
廃
止

の
声
を
さ
ら
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
の
避
難
を

「
自
己
責
任
」
と
言
っ
た
復
興
相

が
更
迭
さ
れ
ま
し
た
。
森
友
学
園

問
題
を
含
め
、
閣
僚
た
ち
の
ひ
ど

い
言
動
は
、
安
倍
政
権
の
正
体
で

　

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
ま
さ
に

せ
め
ぎ
合
い
の
ま
っ
た
だ
中
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
現
実
の
政
治
を
動
か
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
共
謀
罪
は
、
一
億
総

監
視
社
会
を
つ
く
り
、
労
働
運
動

も
市
民
の
声
も
抑
圧
す
る
、
独
裁

政
治
づ
く
り
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

憲
法
違
反
の
共
謀
罪
阻
止
へ
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

働
き
方
を
め
ぐ
っ
て
、
首
相
官

邸
が
残
業
規
制
と
言
い
だ
し
、
出

て
き
た
も
の
が
月
１
０
０
時
間
を

基
準
と
し
た
規
制
で
す
。「
過
労

死
し
て
も
働
け
」
と
言
わ
ん
ば
か

す
。
今
す
ぐ
安
倍
首
相
の
退
陣
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

17
国
民
春
闘
は
、
職
場
と
地
域

か
ら
の
総
決
起
の
も
と
で
賃
上
げ

と
ま
と
も
な
雇
用
を
求
め
て
、
今

も
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。「
フ
ト

コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
地
域
も
元
気

に
」、「
軍
事
費
を
削
っ
て
福
祉
・

教
育
・
暮
ら
し
に
ま
わ
せ
」
の
声

を
あ
げ
、
み
ん
な
が
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
を
拓
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

憲
法
施
行
70
周
年
、
憲
法
の
道

を
す
す
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
大
奮
闘
す
る
決
意
を

述
べ
、
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
、
府
内
12
ヶ
所
で
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
、
１

万
２
０
０
０
人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
条
城
前
で
行
わ
れ
た
第
88
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
大
会
に

は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
８
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
梶
川
憲
実
行
委
員
長
が
「
み
ん
な
が
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
拓
こ
う
。
憲
法
施
行
70
周
年
、
憲
法
の
道
を
力
強

く
す
す
も
う
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
日
本
共
産
党
京
都
府
委
員

会
の
こ
く
た
恵
二
衆
議
院
議
員
、
新
社
会
党
京
都
府
本
部
の
小
西

晴
也
書
記
長
、
京
都
弁
護
士
会
共
謀
罪
新
設
阻
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
委
員
・
自
由
法
曹
団
京
都
支
部
の
秋
山
健
司
弁
護
士
、
全

国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会
の
寺
西
笑
子
代
表
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
京
都
弁
護
士
会
の
木
内
哲
郎
会
長
か
ら
「
共
謀
罪
は
憲
法
が

保
障
す
る
思
想
信
条
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
結
社
の
自
由
を
侵

害
す
る
。
政
府
に
憲
法
を
守
ら
せ
る
の
は
私
た
ち
自
身
。
京
都
弁

護
士
会
は
憲
法
の
価
値
を
守
り
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め

に
声
を
あ
げ
ま
す
。
共
謀
罪
断
固
反
対
の
声
に
ご
協
力
を
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
府
知
事
、
京
都
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

争
議
を
た
た
か
う
仲
間
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当

解
雇
撤
回
裁
判
原
告
団
・
小
森
啓
子
さ
ん
、
全
厚
生
不
当
解
雇
撤

回
京
都
闘
争
団
・
北
久
保
和
夫
さ
ん
、
青
い
と
り
保
育
園
不
当
解

雇
事
件
裁
判
原
告
・
北
垣
光
代
さ
ん
が
決
意
表
明
。
大
会
宣
言
を

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
京
都
市
内
を
デ
モ
行
進
、
労
働

者
の
切
実
な
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
大
会
主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
旨
）　

梶
川 

憲
大
会
実
行

委 

員 

長

第
88
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー

大幅賃上げ! 人間らしく働くルール大幅賃上げ! 人間らしく働くルールのの実現実現をを!!
働くものの団結で、生活と権利、働くものの団結で、生活と権利、
平和と民主主義を守ろう平和と民主主義を守ろう
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５
月
１
日
、
丹
後
、
宮
津
・
与
謝
、
舞
鶴
、
福
知
山
、
綾
部
、
船
井
、
亀
岡
、
乙
訓
、
南
山

城
、
綴
喜
・
八
幡
、
相
楽
の
府
内
11
ヶ
所
で
統
一
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
０
人
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
大
会
は
、
う
た
ご
え
、
デ
コ
・
プ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
プ
ラ
カ

ー
ド
紹
介
な
ど
楽
し
い
企
画
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
集
会
後
、「
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」「
貧
困
と
格
差
を
な
く
そ
う
」「
丹
後

に
も
沖
縄
に
も
米
軍
基
地
は
い
ら
な
い
」「
高
浜
原
発
再
稼
働
ノ
ー
」「
共
謀
罪
法
案
は
廃
案

に
」「
年
金
制
度
の
拡
充
」「
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
」
な
ど
の
要
求
を
か
か
げ
て

各
地
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
の
充
実
で
安
心
社
会
を
！

社
会
保
障
の
充
実
で
安
心
社
会
を
！

守
っ
て
生
か
そ
う
憲
法
！

守
っ
て
生
か
そ
う
憲
法
！

要
求
掲
げ
４
０
０
０
人
が
参
加

共謀罪共謀罪をを必ず廃案必ず廃案にに!! 安
倍
暴
走
政
治

安
倍
暴
走
政
治
をを
や
め
さ
せ
よ
う
！

や
め
さ
せ
よ
う
！

府
内
各
地
で
統
一
メ
ー
デ
ー

府
内
各
地
で
統
一
メ
ー
デ
ー

第57回綴喜八幡統一
メーデー

第88回舞鶴統一
メーデー

第64回南山城統一
メーデー　　　　

第88回亀岡地区統一
メーデー

第88回福知山統一
メーデー　　　　

第88回宮津与謝統一
メーデー　　　　　

第88回丹後統一
メーデー　　　

南山城統一メーデー
空缶ヒコーキのデコでアピール

11
の
争
議
団
が
登
壇
し
、代
表
し
て
３
争
議
団
が
訴
え
ま
し
た
。

　

京
都
市
立
病
院
・
青
い
と
り
保
育

園
の
委
託
先
変
更
で
不
当
に
解
雇
さ

れ
て
２
年
。
京
都
市
と
市
立
病
院
の

　

09
年
末
に
解
雇
さ
れ
て
８
年
。
京

都
原
告
15
人
の
裁
判
は
昨
年
大
阪
高

裁
で
不
当
判
決
が
出
さ
れ
た
。
国
家

　

昨
年
９
月
、
当
時
の
管
財
人
が
行

っ
た
不
当
労
働
行
為
が
認
定
さ
れ
た

判
決
が
確
定
し
た
。
不
当
な
手
続
き

責
任
を
問
う
裁
判
は
４
月
19
日
に
京

都
地
裁
で
不
当
判
決
が
出
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
控
訴
を
決
意
し
た
。
ど
の

子
も
大
切
に
さ
れ
る
保
育
、
保
育
士

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
ル
ー

ル
づ
く
り
へ
引
き
続
き
奮
闘
す
る
。

公
務
員
の
平
等
取
扱
原
則
も
働
く
者

の
権
利
も
認
め
な
い
判
決
は
断
じ
て

容
認
で
き
な
い
。
15
人
揃
っ
て
上
告

し
た
た
か
い
を
続
け
て
い
る
。
全
国

６
ヶ
所
で
た
た
か
う
裁
判
闘
争
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
か
な
ら
ず
勝
利

し
た
い
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
。

の
中
で
の
解
雇
、
必
要
の
な
い
解
雇

だ
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
争
議
解
決
へ
労

使
の
話
し
合
い
を
と
勧
告
し
て
い
る
。

会
社
は
解
決
の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル
に

着
け
と
訴
え
て
い
る
。
安
全
に
お
金

を
使
う
日
本
航
空
に
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
に
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
。

小
森　

啓
子
さ
ん

北
久
保
和
夫
さ
ん

北
垣　

光
代
さ
ん

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
裁
判

原
告
団
事
務
局
次
長

全
厚
生
不
当
解
雇
撤
回

京
都
闘
争
団

青
い
と
り
保
育
園
「
不
当
解
雇
」

事
件
裁
判　

原
告

争争 議議 支支 援援 のの 訴訴 ええ

第88回全京都統一メーデー実行委員会

メーデーデコレーション・プラカードコンクール

【北コース】
デコレーションの部

１位 京建労　伏見支部 メーデー参加者は共謀罪
２位 京都市職労　都市建設支部 要求こいのぼり
３位 年金者組合　伏見支部 平和の風船のぼり
プラカードの部

１位 府職労連　公立大学法人労組 教育・研究・医療の充実を！
２位 私教連　同志社大学教職組 アイ・ラブ私学　私学はひとつ
３位 京生連　南区生健会 わたしたちは人間らしく生きたい
【中コース】
デコレーションの部

１位 京都医労連 ♪安全・安心の医療・介護の実現を～

２位 京都国公 神輿でアピール
　８時間労働で生活できる賃金に

３位 福祉保育労京都地本 祝・88回メーデー
プラカードの部

１位 福祉保育労保育支部 要求こいのぼり

２位 京都医労連 スティックバルーンで楽しくアピー
ルしよう

３位 全国一般 京都生協パート労組 どこでもだれでも時給1500円に
【南コース】
デコレーションの部

１位 合同繊維 東レコーテックス支部 働くものの団結で
２位 建交労京都府本部 憲法活かした政治を
３位 JMITU カシフジ支部 アベ暴走内閣を退陣させよう
プラカードの部

１位 京都放送労組 非正規の仲間の雇用を守ろう
２位 合同繊維 和装産業の再生を
３位 全印総連 京都機関紙労組 The Freedom is best !

審査結果　〈2017年５月１日 二条城前〉

　

過
労
死
を
無
く
す
に
は
長
時
間
残

業
を
法
的
に
規
制
す
る
こ
と
が
必

要
。
政
労
使
合
意
は
特
例
で
月
１
０

０
時
間
、
年
７
２
０
時
間
ま
で
認

め
、
休
日
労
働
も
含
め
て
年
９
６
０

時
間
ま
で
認
め
る
規
制
緩
和
。
１
日

・
１
週
間
の
規
制
も
な
く
、
過
労
死

す
る
働
か
せ
方
に
お
墨
付
き
を
与
え

る
も
の
。
過
労
死
も
自
己
責
任
に
な

り
か
ね
な
い
。
過
労
死
ラ
イ
ン
合
法

化
、
過
労
死
防
止
法
違
反
の
働
き
方

「
改
悪
」
は
断
じ
て
許
せ
な
い
。
命

よ
り
大
事
な
仕
事
は
な
い
の
で
す
。

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

代　

表

寺
西　

笑
子

　

共
謀
罪
は
廃
案
に
さ
せ
よ
う
！　

戦
前
な
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と

「
弁
士
中
止
」、
集
会
も
中
止
さ
せ

ら
れ
た
。
今
は
憲
法
で
言
論
の
自
由

が
保
障
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
が
危
う

く
な
っ
て
い
る
。
共
謀
罪
は
２
人
以

上
で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
共
謀
罪
と

し
て
監
視
・
逮
捕
さ
れ
る
危
険
な
も

の
。
団
交
の
こ
と
を
話
し
あ
っ
た
ら

共
謀
罪
と
し
て
逮
捕
、
こ
ん
な
こ
と

も
あ
り
得
る
の
が
共
謀
罪
。
こ
ん
な

危
険
な
共
謀
罪
の
強
行
を
許
さ
ず
、

反
対
の
声
を
大
き
く
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

京
都
弁
護
士
会
共
謀
罪
新
設
阻
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
・
自
由
法
曹
団

弁
護
士

秋
山　

健
司

　

17
春
闘
は
２
年
連
続
で
ベ
ア
が
前

年
割
れ
し
て
い
る
。「
官
製
春
闘
」

は
賃
上
げ
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
役
割
に

　

８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。
政
府

の
働
き
方
改
革
は
残
業
時
間
月
１
０

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
労
働

組
合
の
た
た
か
い
で
大
幅
賃
上
げ
を

実
現
し
よ
う
。
２
０
１
５
年
９
月
の

０
時
間
に
お
墨
付
き
を
与
え
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
と
言
い
な
が
ら
多
様

な
賃
金
を
認
め
、
さ
ら
に
残
業
代
ゼ

戦
争
法
強
行
、
２
０
１
６
年
12
月
の

自
衛
隊
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
、
そ
し
て

思
想
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
共
謀

罪
。
安
倍
内
閣
は
、
平
和
と
民
主
主

義
を
根
底
か
ら
覆
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
い
の
ち
、
暮
ら
し
、
雇
用
、
憲

法
を
守
る
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

ロ
制
度
、
解
雇
の
金
銭
解
決
な
ど
が

狙
わ
れ
て
い
る
。
働
き
方
の
根
本
的

な
改
革
を
ご
一
緒
に
実
現
し
た
い
。

安
倍
内
閣
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
は
あ

ま
り
に
も
ひ
ど
い
。
野
党
と
市
民
の

共
同
を
ひ
ろ
げ
、
安
倍
政
権
打
倒
へ

全
力
を
あ
げ
る
。
国
民
が
主
人
公
の

社
会
へ
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

新
社
会
党
京
都
府
本
部

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会書

記
長

衆
議
院
議
員

小
西　

晴
也

こ
く
た
恵
二

来賓あいさつ来賓あいさつ（要旨）（要旨）
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労
働
運
動
で
例
を
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
労
働
組
合
が
「
不
当
解

雇
撤
回
な
ど
を
求
め
る
企
業
門

　

し
か
も
、
通

常
の
活
動
は

「
一
般
団
体
」

だ
っ
た
も
の

が
、
あ
る
日
か

ら
「
組
織
犯
罪

集
団
」
に
な
る

と
す
れ
ば
、
い

つ
か
ら
「
一

変
」
し
た
の

か
。
決
め
た
時

に
居
合
わ
せ
た

人
や
、
や
り
取

り
・
連
絡
し
た

人
、
ひ
い
て
は

前
で
の
抗
議
行
動
を
計
画
し
て

チ
ラ
シ
を
作
成
」、「
ス
ト
を
計

画
し
て
組
合
員
へ
の
指
示
・
連

絡
文
書
を
作
成
」、「
労
組
が
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
の
商
品
の
不
買
運

動
を
呼
び
か
け
た
記
者
会
見
資

料
を
作
成
」、「
団
交
で
妥
結
で

き
る
ま
で
交
渉
に
応
じ
る
よ
う

使
用
者
に
要
求
し
続
け
る
こ
と

を
内
部
の
会
議
で
確
認
」、「
政

府
の
労
働
法
制
改
悪
反
対
行
動

を
企
画
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
正

当
な
労
働
組
合
活
動
に
か
か
わ

る
行
為
で
す
。
が
、
ひ
と
た

び
、
共
謀
罪
が
創
設
さ
れ
れ

ば
、「
組
織
的
威
力
業
務
妨

害
」「
組
織
的
な
信
用
毀
損

（
き
そ
ん
）・
業
務
妨
害
」「
組

織
的
な
強
要
・
組
織
的
な
逮
捕

監
禁
」「
組
織
的
な
恐
喝
」
な

ど
の
「
共
謀
」「
準
備
行
為
」

を
し
た
も
の
と
い
く
ら
で
も
拡

大
さ
れ
て
捜
査
さ
れ
、
組
合
員

が
逮
捕
さ
れ
た
り
、
組
合
事
務

所
が
捜
索
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
（
日
本
労
働
弁
護
団
）。

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ま
で
が
対
象

と
な
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
捜
査
対

象
が
広
が
り
ま
す
。

　

通
常
に
は
一
般
団
体
が
「
一

変
し
た
」
こ
と
を
証
明
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
普
段
か
ら
監
視
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で

す
。
ま
ず
、
労
働
団
体
が
普
段

か
ら
監
視
下
に
置
か
れ
、
そ
の

活
動
が
抑
圧
さ
れ
る
法
律
だ
と

言
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で

す
。

市民生活も
 監視対象に

▼▼▼

▼▼▼

　

結
局
、
安
倍
政
権
が
こ
の
共

謀
罪
で
ね
ら
う
の
は
、
二
つ
で

す
。
ひ
と
つ
は
、
安
倍
政
権
の

暴
走
政
治
に
異
議
を
唱
え
る
国

民
を
監
視
し
、
抑
圧
す
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
戦
争
す
る
国
づ

く
り
の
下
で
の
秘
密
保
護
法
や

盗
聴
法
な
ど
と
同
じ
一
億
総
監

視
社
会
づ
く
り
そ
の
も
の
で

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
広
く
国
民
主

権
の
破
壊
で
す
。
憲
法
で
認
め

ら
れ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
権

利
、
言
論
・
表
現
の
自
由
や
結

社
の
自
由
、
労
働
者
の
団
結
権

を
抑
圧
し
、
自
由
に
モ
ノ
を
言

い
、
集
ま
る
こ
と
を
否
定
す
る

こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、
組
織
活

動
が
法
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る

労
働
団
体
な
ど
を
対
象
に
す
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
次
は
、

消
費
者
団
体
や
環
境
団
体
、
自

治
組
織
や
保
護
者
会
、
そ
し

て
、
サ
ー
ク
ル
や
同
好
会
に
至

る
ま
で
、「
一
変
し
た
」
と
な

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
組
織

犯
罪
集
団
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
、

そ
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
監

視
下
に
置
く
こ
と
が
ね
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
銘
打

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
に
も
テ

ロ
対
策
は
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
国
際
的
に
も
、
テ
ロ
対
策

は
す
で
に
あ
る
法
律
で
十
分
と

こ
れ
ま
で
政
府
は
言
っ
て
き
た

も
の
で
す
。
多
数
を
頼
み
に
、

か
つ
て
で
き
な
か
っ
た
共
謀
罪

を
こ
の
際
一
気
に
…
な
ど
と

は
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

共
謀
罪
の
危
険
な
内
容
を
ひ

ろ
く
知
ら
せ
て
、
必
ず
廃
案
に

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

京
都
総
評
は
、
賃
金
の
底
上
げ

・
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
に

つ
な
が
る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
む
け
て
と
り
く
み
を
強
め
て
い

ま
す
。

　

４
月
15
日
、
全
労
連
が
呼
び
か

け
た
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
で
―

に
呼
応
し
、
三
条
河
原
町
で
最
賃

宣
伝
を
実
施
。
最
低
賃
金
時
間
額

１
５
０
０
円
を
め
ざ
し
、
今
す
ぐ

１
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。
宣
伝
の

後
、
エ
キ
タ
ス
京
都
が
行
っ
た

「
最
賃
上
げ
ろ
デ
モ
」
に
合
流

し
、「
最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円

に
」「
長
時
間
労
働
に
法
規
制

を
」「
中
小
企
業
に
税
金
を
ま
わ

せ
」
と
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
の
最
低
賃
金
は
、
京
都

府
最
低
賃
金
審
議
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。
審
議
に
向
け
て
、
京
都
労

働
局
長
に
対
す
る
「
最
低
賃
金
１

０
０
０
円
へ
の
引
き
上
げ
と
中
小

企
業
支
援
策
の
改
善
を
求
め
る
請

願
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
請
願
署
名
は
、
７
月
25
日

（
火
）
の
京
都
労
働
局
へ
の
昼
デ

モ
・
請
願
行
動
で
提
出
し
ま
す
。

１
万
筆
を
超
え
る
署
名
を
提
出
し

最
賃
引
き
上
げ
を
迫
る
た
め
に
、

す
べ
て
の
職
場
・
地
域
で
積
極
的

に
署
名
の
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

毎
週
火
曜
日
、西
院
で「
共
謀
罪
廃
案
を
」と
訴
え

憲
法
違
反

５・３憲法集会in京都

が
真
っ
先
に
狙
わ
れ
る
⁉

労
働
団
体

労
働
団
体

の
共
謀
罪
は
必
ず
廃
案
に

第88回全京都統一メーデー宣言
　私たちは、本日、「働くものの団結で、生活と権
利、平和と民主主義を守ろう」のスローガンを掲
げ、闘う歴史と伝統を受け継ぎ、第88回全京都統一
メーデーを開催しました。
　いま、憲法でも経済でも、この国の形を変えよう
とする安倍政権や財界とのせめぎ合いは、いよいよ
深まっています。安倍政権は「働き方改革」を掲げ
ましたが、電通過労死事件以来、人間らしい働き方
を求める世論が広がり、残業時間月上限100時間を
掲げた政府の「働き方改革実行計画」に、「過労死
の法制化」だと批判が高まっています。安倍政権が
発足して４年半、アベノミクスが、大企業に富を集
中させ、一方で賃金も消費も経済も冷やすものであ
ったことが明らかになりました。加えて、この間の
年金カット法や介護法案の強行など、社会保障の相
次ぐ改悪は、暮らしを直撃しており、来春に狙われ
る医療・介護の大改悪へ、今こそ声をあげようと運
動が始まりました。フトコロをあたためて地域も元
気にするたたかいは、今こそ出番です。
　また、戦争法強行以来の「戦争法廃止、立憲主義
の回復」を掲げた粘り強いたたかいは、「日報隠
し」の防衛省を包囲し、武器使用の任務を付与した
南スーダンＰＫＯ自衛隊の今月撤収を政府に表明さ
せました。森友学園問題での安倍首相などの関与の
疑惑で、安倍政権の退陣を求める声は、いよいよ高
まっています。
　そんな国民の世論と運動の前に、安倍政権は、言
論や結社の自由や基本的人権を抑圧する共謀罪を
「テロ対策」を口実に成立させようとしています。
労働組合運動のみならず、あらゆる市民の活動が、
監視と弾圧の対象となる危険な法案は、かならず廃
案にしましょう。
　働く者の団結で、17春闘勝利、賃上げと均等待遇
を実現し、労働者・国民本位の経済を取り戻しまし
ょう。
　人間らしく働くルールの実現、すべての争議の勝
利解決をめざしましょう。
　戦争法廃止、憲法を守れ、「どこにも米軍基地は
いらない」の声で、安倍暴走政治を包囲しましょう。
福島と連帯し「１基たりとも原発は再稼働させな
い」の声を大きく広げましょう。
　全ての労働者・府民の力をいまこそ総結集するこ
とを呼びかけるものです。
　働くものの団結、万歳！　第88回メーデー万歳！
　　2017年５月１日
 第88回全京都統一メーデー大会

　「生かそう憲法　守ろう９条」をと５
月３日、円山音楽堂に2800人が集った憲
法集会。集会後の憲法パレードで「共謀
罪反対」「憲法守れ」と市民にアピール

共謀罪
NONO!!

　

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
い
う
名
で
審
議
が
行

わ
れ
て
い
る
法
案
は
、
過
去
三
度
も
廃
案
に
さ

れ
て
き
た
「
共
謀
罪
」
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、「
犯
罪
」
と
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
、
相

談
や
話
、
連
絡
な
ど
を
す
べ
て
さ
か
の
ぼ
っ
て

対
象
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
２

人
以
上
の
行
為
が
対
象
で
す
か
ら
、
大
集
団
で

な
く
、
何
で
も
あ
り
で
す
。
一
般
人
や
一
般
団

体
は
関
係
な
い
と
政
府
は
言
い
ま
す
が
、
同
時

に
、「
一
般
団
体
で
も
、
そ
の
性
格
が
一
変
し

た
ら
対
象
と
な
る
」
と
言
い
、
ど
こ
か
ら
が
一

般
団
体
で
、
ど
こ
か
ら
が
組
織
犯
罪
集
団
な
の

か
は
、
捜
査
当
局
の
さ
じ
加
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
７
７
の
罪
を
対
象
と
す
る
と
し
て
お

り
、
中
身
は
大
変
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

労働団体が
真っ先にねらわれる
 共謀罪

▼▼▼

▼▼▼

テロ対策は
今ある
 法律で十分

▼▼▼

▼▼▼

UPUP!!
時間額1500円をめざし、今す
ぐ1000円に引き上げをと訴え

シール投票に青年
も関心を示す

めざせめざせ１５００１５００円円
１１0００0００円に！円に！
今すぐ今すぐ
最低賃金最低賃金


